
事　　務　　連　　絡

平成　29年　8月　31日

公益財団法人　日本体育協会

事務局長　　　河内　由博

本会加盟・準加盟団体

事務局長　　殿

体育館の床板剥離による負傷事故の防止について（再通知）

平素より本会国民スポーツ推進事業に多大なご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

さて、標記の件につきましては、平成29年6月15日付第29固体協企調発第23号文書でご通知

いたしましたが、平成29年6月10日に発生したナショナルトレーニングセンター共用コートに

おける床板剥離による負傷事故について、事故原因調査等委員会による報告書が公表された旨、

スポーツ庁から別添事務連絡のとおり通知がありましたのでご案内申し上げます。

事故防止には、体育館の利用者もこのような事故のリスクについて認識し、競技前の床板の

状況確認や適切な清掃等を行うことが有効であるため、貴団体におかれましては体育館の床

板剥離による負傷事故の防止についてご留意いただくとともに、貴団体加盟団体及び関係諸機

関に対し、改めて体育館の床板剥離による負傷事故の防止についてご周知いただきますよう、

ご協力の程よろしくお願い申し上げます。

記

1．添付資料

・（写）平成29年8月29日事務連絡「体育館の床板の剥離による負傷事故の防止について」

・（写）平成29年5月29日付29施施企第2号文書「体育館の床板の剥離による負傷事故の

防止について（通知）」

2．当該ホームページ

・　消費者庁ホームページ当該URL

http：〝wwwcaa・gOjp佃0Hcieshouncilhsic／reportJreporLOlO／

・文部科学省ホームページ当該URL

http：〟www．mext．gojp／b＿menlmlakushoんC／1386373．htm

・ナショナルトレーニングセンター共用コート事故原因調査等委員会報告書

http：〟wwwjpnsport．gojpnlpC／tabid／616佃eぬuhaspx

【本件に関するお問合せ先】 

公益財団法人日本体育協会　総務部企画調整課 

TEL：03・3481・2269　EAX：03・3481－2284 



事　務　連　絡

平成29年8月29日

各都道府県教育委員会施設主管課

各指定都市教育委員会施設主管課

各　都　道　府　県　施　設　主　管　課

各　指　定　都　市　施　設　主　管　課

各　都　道　府　県　私　立　学　校　担　当　課

各　国公私立大学施設担　当　部課

各国公私立高等専門学校施設担当部課

各大学共同利用機関法人施設担当部課

各文部科学省国立研究開発法人施設担当部課

各文部科学省独立行政法人施設担当部課

御中

スポーツ庁参事官（地域振興担当）

文部科学省大臣官房文教施設企画部施設企画課

体育館の床板の剥離による負傷事故の防止について

標記については、平成29年5月29日に公表された、消費者庁の消費者安全調査委員

会による事故等原因調査報告書（以下「消費者庁報告書」）を踏まえ、別添の「体育館

の床板の剥離による負傷事故の防止について（通知）」（平成29日5月29日付29施施

企第2号）により、維持管理における取組をお願いしているところです。

平成29年6月10日に、独立行政法大日本スポーツ振興センターが所有するナショナ

ルトレーニングセンター共用コート（全面改修後約7年）において、バレーボールの練

習中、選手がレシーブで飛び込んだ箇所の床材の一部が剥離し、その木片が右大たいに

突き刺さり重傷を負う事故が発生し、今般、事故原因調査等委員会による報告書が公表

されましたのでお知らせします。

消費者庁報告書においては、「木製床の塗膜の耐用年数は10年程度」であるとともに、

性能の劣化については、「利用状況により、異なる場合がある」とされています。

体育館の所有者及び管理者におかれては、同様の事故が発生するリスクはあらゆる体

育館に存在することを念頭に、改めて別添の内容をご確認いただき、事故の防止対策を

推進していただきますようお願いします。

このことについて、都道府県教育委員会施設主管課及び都道府県施設主管課におかれ

ては、所管の各学校、社会体育施設及びその他都道府県所管施設等へ周知するとともに、



域内の市区町村教育委員会施設主管課及び市区町村施設主管課を通じ、市区町村教育委

員会及び市区町村所管の各学校、社会体育施設、その他市区町村所管施設及び民間スポ
ーツ施設等への周知を図られるようお願いします。

また、都道府県私立学校担当課におかれては、所轄の私立学校（専修学校、各種学校

を含む）に対して、周知するようお願いします。

【問合せ先】 

スポーツ庁参事官（地域振興担当）施設企画係 

電話：103－5253－4111（内線3773） 

【参考lI消費者安全調査委員会による事故調査報告書

http：／／www．caa．go．ip／policies／council／csic／report／report＿010／

【参考2】ナショナルトレーニングセンター共用コート事故原因調査等委員会報告書

http：／／www．jpnsport．go．jp／hpc／tabid／616／Default．aspx



各都道府県教育委員会施設主管縦長

各指定都市教育委員会施設主管課長

各　都　道　府　県　施　設　主　管　課　長

各　指　定　都　市　施　設　主　管　駅　長

各都道府県私立学校施設担当課長

各国公私立大学施設担　当　部‖駅長

各国公私立前等蒔田学校施設担当部課長

各大学共同利用機関法人施設担当部縦長

各文部科学省国立研究開発法人施設担当部線度

各文部科学省独立行政法人施設担当部級長

殿文部科学省大臣官虜文教施股企画部施設企画駅長

山　川　国

29施施企第2号

平成29年5月29日

スポーツ庁参軒官（地域振興担当）

仙　台　光　イ

（印影印刷）

体育館の床板の剥離による負傷事故の防止について（通知）

標甜こついて．消費者庁の消費者安全調査委員会（以下「調査委員会」）では．消費者安全法

第23粂第1項の規定に基づき，体育館の床から剥離した床板による負傷事故について，平成27年

度より事故簿原因調査を進めてきたところですが，この度，調査委員会において事故等原因調査

報告書（以下「報告書」）がとりまとめられ，消費者安全調査委員会委員長より文部科学大臣に

対し意見が提出されました。

報告書によると，体育館の床板の一部が剥離し，腹部に突き刺さり重傷を負う等の事故が平成

18年度から平成27年度までの間に7件確認されたこと，また，当該事故は新しい体育館でも発生

していることから，同様の政故が発生するリスクはあらゆる体育館に存在するとされています。

体育館の床板が剥離する要因としては、清掃時等における想定以上の水分の吸収及びその乾燥



の影響が考えられ，体育館の維持管理が非常に重要です。

このことから，体育館の所有者及び管理者におかれては，報告番を踏まえ，体育館の床板の剥

離による負傷親政の防止対簸をより一層推進するため．維持管理における下記の取組等を適切に

実施するようお願いします。

記

1適切な油柵の実施（水拭き及びワックス掛けの禁止）

日常漸締及び特別清掃綴目こより，体育館の本数床を清潔に保つ。その際，水分の影

響を最小限にする。

水拭き及びワックス掛けはフローリング等の不具合発生の観点からは，行うべきで

はないことなど　報告醇を参考にして適切な清掃の方法を定め∴番両にすることによ

り，実際に漕揃を行う者に分かりやすく周知し，実施を徹底する。なお，やむを得ず

体育館にワックスを使用する場合には，それに伴うフローリングへの水分の膨轡を最

小限とするよう注態する。

※1　日解約柵では取りきれない汚れを除去するために教か月に一度行う酒約

2　日常点検・定期点検の実施，記録の保轡及び速やかな応急処髄

日常的．定期的に点検を行い，その実施した記録を保街する。報告潟を参勧こして

点検記録表を作成し，点検項目及び方法について実際に点検を行う者に分かりやすく

周知し，実施を徹底する。

フローリング織の不具合を発見した場合には，速やかに応急処随又は補修を行うほ

か，必製に応じて韓門※勧こ相談して補修又は改修を行う。また，韓故が発生した場

合に郎敵原因の郎後的な検証を行うことができるよう，フローリング鱒の不具合を把

握した場合には，写輿を搬彫する節の方法で不具合の内密を結線し，不具合の位慨や

箇所数とともに薄緑し保轡する。

さらに．体帝館ごとに，休講館の適切な維持鱒理についての較佳肴を定め．当骸離

任都こ，点検の災舷やフローリング節の不具合について離任を持って対応に当たらせ

る。

3　維持節理を外部委託する際の適切な仕様の設定

体商館の維持欝理を外部に委託する場合にば　土語1及び2について仕様譜で定め

るなどして，受託者に対し同様の対応を求める。また一　受託者には体育施設管理士跨

，格窓2を有する者がいることを条件とするなど，維持蟹理の衛を保つ。

※2　体育施設管理土嚢成糖習全　く主催：公益財団法人日本体帝施設協会及び独立行政法大日
本スポーツ嬢卵センター）で指定項目を受縦し，試験に合格した者が取得できる資格

4　長期的な改修計画の策定，計画に基づく改修の実施及び補修・改修記録の保管

体育館の木製床の長期的な改修計画を簾定するとともに，計画に基づいて体育館の



木製床の改修を行う。また，継続的に記録を参照できるよう，補修・改修の記録を保

管する。体育館を新築する際には．施工に関する傭報並びに維持管理の方法及び改修

時期の目安等の僻報について，まとめた管理簿を作成して引渡すことを仕様蕾に定め

るなど，設計者及び施工者に伝達させ，これを勘こ上記の改修計画を続定する。

5　施設利用時における注慈事項の利用者への周知

報告番を参考にして施設利別寺の注意前項を作成し，体育館の利用者の目に付く場

所に掲示するなどして，利用者に対して分かりやすく伝える。

なお，今後，文部科学省及びスポーツ庁において，上組lから5までの取組状況を把握するた

めに調査を行うこととしていますので，あらかじめお知らせします。

このことについて，都道府県教帯須貝全施設主笹繰及び都道脂県施設主節勘こおかれてぼ所

蟹の各学校、社会体育施設及びその他都道府県新鮮施綴等へ周知するとともに，城内の市区町村

数脊委鼠全施設主鱈繰及び市区町村施設主街縦を通じ，市区町村数諦度会及び市区町村所衝の各

学枚，社会体育施設，その他市区町村新館施設及び民間スポーツ施設簿への周知を図られるよう

お願いします。

また，都道府県私立学校担当脚こおかれては，所轄の私立学校（呼修学校，各種学校を含む）

に対して．周知するようお願いします。

（本件連絡先）

文部科学省大臣官房文教施設企画部施設企画駅

畷鶴瓶緻企画係　的岡・古田

絶話：03－5253－4111（内線2288）

E－mail言Shisetulead－2飢ext．go．jp

スポーツ庁鯵郎官（地域振興担当）付

．　施設企画係　山本

噛話：03づ253－4111（内線3773）

E－mail：stiikiemext．go．jp

【参考】
「体育館の床板の剥離による負傷事故」に関する消費者安全調査委員会の調査報告蕾は言肖勢

者庁のホームページで閲覧できます。

（http：／／ww．caa．go．jp／policies／council／csis／report／report＿010／）


